
本
書
は
一
九
九
六
年
刊
行
の
『
南
方
徴
用
作
家

叢
書
ジ
ャ
ワ
篇
」
の
続
巻
で
あ
る
《
〕
前
著
は
永

ら
く
実
態
の
不
明
だ
っ
た
「
南
方
徴
用
作
家
」
研

究
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
大
き
な
反
響
で
迎
え
ら

れ
た
。
そ
の
待
望
の
続
巻
で
あ
り
、
一
一
名
の
徴

用
作
家
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。
第
１
～
３
巻
・
高
見
順
、
高
田
秀
二

／
第
４
巻
・
小
田
嶽
夫
／
第
５
～
７
巻
・
榊
山
潤

／
第
８
～
９
巻
・
豊
田
三
郎
、
北
林
透
馬
、
清
水

幾
太
郎
／
第
岨
巻
・
山
本
和
夫
／
第
Ⅱ
巻
・
倉
島

竹
二
郎
／
第
吃
～
旧
巻
・
岩
崎
榮
／
第
Ｍ
巻
・
平

野
零
児
、
座
談
会
・
対
談
。

周
知
の
よ
う
に
「
南
方
徴
用
作
家
」
と
は
、
ア

ジ
ア
太
平
洋
戦
争
期
に
国
民
徴
用
令
に
基
づ
き
、

一
九
四
一
年
か
ら
四
四
年
ま
で
陸
海
軍
に
「
宣
伝

班
員
」
と
し
て
徴
用
さ
れ
マ
レ
ー
、
ビ
ル
マ
、
ジ

ャ
ワ
・
ボ
ル
ネ
オ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
各
方
面
に
派
遣

さ
れ
た
文
学
者
を
指
す
。
戦
意
昂
揚
の
た
め
の
戦

〔
新
刊
紹
介
〕

木
村
一
信
・
竹
松
良
明
編
・
解
題

「
南
方
徴
用
作
家
叢
書
〔
ビ
ル
マ
篇
迄

況
報
道
と
、
南
方
占
領
地
で
の
文
化
宣
伝
工
作
が

主
な
目
的
だ
っ
た
（
神
谷
忠
孝
・
木
村
一
信
編

『
南
方
徴
用
作
家
ｌ
戦
争
と
文
学
ｌ
」
）
。
本
書
は

単
行
本
、
新
聞
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
未
収
録
の
文

章
、
『
ビ
ル
マ
建
設
戦
」
「
新
生
南
方
記
」
な
ど
合

著
に
掲
載
さ
れ
た
文
章
を
余
さ
ず
収
録
し
て
お

り
、
彼
ら
の
活
動
全
体
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

例
え
ば
北
林
透
馬
「
ビ
ル
マ
の
放
送
」
「
宣
伝

戦
は
如
何
に
戦
は
れ
た
か
」
、
小
田
嶽
夫
「
宣
伝

班
文
芸
家
と
し
て
」
に
は
、
具
体
的
任
務
と
し
て

伝
単
（
ビ
ラ
）
・
ラ
ジ
オ
原
稿
の
作
成
、
布
告
の

起
草
な
ど
が
挙
が
っ
て
い
る
。
徴
用
作
家
の
体
験

を
考
え
る
場
合
に
、
ま
ず
「
宣
伝
」
の
対
象
と
し

て
現
地
住
民
を
見
て
い
た
こ
と
を
無
視
で
き
な

い
。
そ
し
て
そ
の
枠
内
で
い
か
に
ビ
ル
マ
人
や
ビ

ル
マ
文
化
を
認
識
し
た
か
を
、
個
々
の
作
家
ご
と

に
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。 楠

井
清
文

こ
の
点
で
興
味
深
い
の
は
高
見
順
で
あ
る
。
一

九
四
二
年
三
月
ラ
ン
グ
ー
ン
に
入
っ
た
彼
は
、
戦

史
編
蟇
や
映
画
検
閲
に
従
事
し
、
四
三
年
一
月
帰

国
し
た
。
『
高
見
順
日
記
』
に
は
ビ
ル
マ
関
連
英

書
か
ら
の
抜
粋
が
あ
り
、
ビ
ル
マ
と
い
う
対
象
に

肉
薄
し
よ
う
と
し
て
い
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
そ

の
姿
勢
は
帰
国
後
出
さ
れ
た
「
共
栄
圏
文
化
ビ
ル

こ
に
も
共
通
す
る
ｃ
高
見
は
ビ
ル
マ
人
を
「
怠

惰
」
「
未
開
」
と
す
る
「
西
洋
的
偏
見
」
に
反
駁

し
、
日
本
人
も
「
西
洋
人
の
唾
棄
す
べ
き
偏
見
」

に
侵
さ
れ
て
い
な
い
か
、
と
論
じ
る
。
こ
こ
に
は

徴
用
体
験
を
自
己
省
察
の
契
機
に
転
じ
よ
う
と
す

る
態
度
が
見
ら
れ
よ
う
。

本
書
は
復
刻
で
な
く
原
著
に
基
づ
い
て
新
た
に

版
を
組
み
、
彩
色
版
の
ペ
ー
ジ
は
色
刷
り
に
す
る

な
ど
、
非
常
に
資
料
性
の
高
い
造
り
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
を
活
用
し
ど
の
よ
う
に
「
南
方
徴
用

作
家
」
研
究
の
新
し
い
地
平
を
切
り
開
い
て
い
く

か
は
、
後
続
の
研
究
者
の
課
題
と
し
て
委
ね
ら
れ

て
い
る
。

（
龍
渓
書
舎
二
○
一
○
年
二
月
全
一
四
巻

本
体
価
格
一
二
六
、
○
○
○
円
）

（
く
す
い
・
き
よ
ふ
み
本
学
非
常
勤
講
師
）

一
ハ
ー
ニ


